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Ⅰ 学校の概要

（１）学校及び家庭学科の特色（資料１）

鳥取県西部に位置する創立８７周年の本校は，商業学科・家庭学

科からなる専門高校である。家庭学科の歴史は浅く，平成１３年に

米子南商業高校に米子西高校生活文化科・淀江産業技術高等学校が

統合し米子南高等学校家庭学科生活文化科環境文化コース(定員18

名）・調理コース(定員20名)となった。環境文化コースは生活に関

する基礎的な知識・技術を身につけ，環境に配慮した社会生活や消

費活動ができる地域のリーダーの育成，調理コースは調理のプロと

しての豊かな感性を養い，食文化の発展に貢献できる人材の育成を目指している。小・中学校との交流

や中海清掃，地域イベントでの販売活動など地域と連携しながら様々な活動を積極的に展開するととも

に，少人数指導の利点を活かし商品開発や各種コンテストにも取り組み実績をあげている。

（２）生徒数(平成26年5月1日現在)

学科名 １年 ２年 ３年 計

商業学科ビジネス情報科 114 113 117 344（男25女108）

家庭学科 環境文化コース 18 18 17 53（男 0女 53）

生活文化科 調理コース 20 18 20 58（男16女 42）

Ⅱ 研究主題等

（１）研究主題

専門教科「家庭」における地域の活性化を目指した商品化の取組の指導と効果的評価の工夫

（２）研究のキーワード

商品開発，１枚ポートフォリオ，ルーブリック評価表，学習目標の可視化，アクティブラーニング

（３）研究主題設定の理由

生活文化科環境文化コースでは，３年次に地域の活性化を目指した地域食材の研究を『課題研究』

として行ってきた。平成19年度の研究では「白ネギクッキー」の商品化が実現し，平成20年鳥取市で

開催された全国高等学校家庭クラブ研究発表大会での販売を皮切りに，平成21年「ねぎみっちゃん(地

元の白ネギを使ったおかず味噌）」，平成22年「ネギどら(白ネギ入りどら焼き)」を商品化し，これら

の取組を平成22年度全国高等学校家庭クラブ研究発表大会で発表したところ，文部科学大臣賞を受賞

することができた。その後も平成23年「あじみっちゃん」，平成24年「しいたけみっちゃん（しいたけ

入りおかず味噌）」「にんじんシフォンケーキ」，平成25年「とりみっちゃん(鶏肉入りおかず味噌）」と

順調に商品化され，完成した商品は家庭クラブがイベントで販売するだけでなく，地元のスーパー等

でも販売されている。

H21 ねぎみっちゃんH20 白ネギクッキー H24 にんじんシフォンケーキ
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販売については家庭クラブ活動として定着し，上級生が下級生に販売のノウハウを指導することが

できているが，商品開発の取組は３年次の『課題研究』で主に行っており，学年を超えた継続したも

のとなっていない。また，これまでの商品開発は試作品作成にばかり力点を置き，課題設定→仮説→

検証→統合・提案という商品開発までの流れを軽視し，消費者のニーズやターゲットなどは後まわし

であった。さらに，商品化には商品を完成させるだけでなく，商品名やキャッチコピーなど商品を売

るための手立てを考えなければならないが，生徒たちは取組の全体像が見えないまま教員の指示で研

究を続けていた。

新学習指導要領の『生活産業基礎』では，「生活の変化に対応した商品・サービスの提供」として，

ア「消費者ニーズの把握」 イ「商品・サービスの開発及び販売・提供」ウ「関連法規」が指導内容

として加えられている。しかし，本校ではそれらを扱う教材開発が不十分で，どのような教材を扱う

のか，評価はどうするのかは個別の指導者に委ねられていた。そこで，商品開発のプロセスを学び，

商品化の流れを理解させる新しい教材を研究し，新学習指導要領の趣旨を踏まえた「指導と評価の一

体化」について研究を深めることにした。

『課題研究』は例年「被服」分野・「保育・環境」分野・「食物」分野に分かれ，３人の教員で担当

している。生徒がそれぞれ課題を設定し研究をしているが，個別の目標設定を基にし担当教員が指導

していたこともあり，それぞれの担当以外の取組状況がわからず，評価もそれぞれが別々に行ってい

た。そこで，生徒の目標や取組状況を全体で把握し，生徒が相互に刺激し合いながら研究を進める必

要があると考え，『課題研究』における「指導と評価の一体化」に取り組んだ。

（４）研究体制

指導助言 研究委員会…研究実践 協力

国立教育政策研究所教育課程調査官 委員長：校長 外部アドバイザー

県教育委員会高等学校課 委員：教頭・家庭学科主任・ 生活関連産業

島根大学教育学部 研究リーダー・家庭科教員 関係行政機関

校内で研究委員会を立ち上げ，週時程内に研究委員会の時間を設け，新学習指導要領の観点別評価

や指導と評価の一体化とは何かを協議した。他にも５月に，平成25年度教育課程研究指定を受け指導

方法および評価方法の工夫について研究をされた福岡県立折尾高校，そのコンサルタントをされてい

る「はかた本舗」を訪問し，研究の進め方や外部講師の関わりについて助言を受けた。さらに，産業

能率大学主催の「アクティブラーニング実践セミナー」に参加したり，鳥取県教育委員会主催の「ジ

グソー法」に関する研修を受けたりと，協調学習について理解を深めた。12月には今年度本校同様の

研究指定を受けている岐阜県立岐阜城北高等学校の研究授業に参加させていただき，『ファッション造

形基礎』における指導と評価の一体化の取組を学んだ。

Ⅲ 研究の内容

（１）研究内容

１年次の『生活産業基礎』において商品開発のプロセスを学習し，企画力・問題解決能力・プレゼ

ンテーション力の育成を目指す。２年次での「フードデザイン」「ファッション造形基礎」「子どもの

発達と保育」「生活環境」での学習を踏まえ，３年次の『課題研究』のテーマ決定及び目標設定を行う。

３年次の『課題研究』では仮説→検証→統合・提案といった商品開発まで流れを重視し，地元事業所

と協働した新商品・イベントの企画をすすめ，３年間を見通した教材開発や評価方法の研究を深める。

生徒の学習意欲を高めるため，積極的に地域と連携し，社会人講師や地域のイベントの活用を図る。

一方，学習効果を測るため，生徒による「目標達成度評価」及び「ルーブリック評価」による生徒自

己評価・教員評価を行い，それを基に授業改革を図り，生徒の学習意欲を引き出すと共に「指導と評

価の一体化」を円滑に進める。
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（２）研究計画

実施時期 研究内容，研究方法，成果の公開等 期待される成果等
４～８月 ＜調査＞ ２ヶ年にわたる研究の

・指導計画（知識・技術の定着・向上のための校３年間を見 基礎づくり

通した段階的指導の実施）の確認 生徒の実態把握

・本校における商品開発の経緯確認及びこれまでの開発商品

と指導方法の検証

・指導方法と評価の研究（評価研修及び評価方法と評価規準

の検討）

・過去の研究指定校の実践分析及び先進校視察（５月）

『生活産業基礎』における指 『課題研究』における指導方法

導方法の工夫と実践 の工夫と実践

・観点別評価規準作成 ・観点別評価基準作成

・生徒アンケート調査 ・生徒による到達目標作成指導

・授業の振り返りシートを活 （ルーブリック評価表）

用した観点別評価の工夫 ・ワークシートの工夫

・１学期期末考査による理解 ・評価シート作成

状況の把握 ・社会人講師による消費者ニー

ズの把握に関する指導

５～１２月 ＜開発期間＞ 実践研究を重ねること

・指導方法の研究（教材の作成） により，データの蓄積

・指導と評価の一体化による授業改善の研究 を図り，より普遍性の

・観点別評価の入力シートの作成 ある指導法・評価の確

・校内での評価法研修会の実施 立

・公開授業・研究協議（12月）

・『課題研究』校内発表会

・マーケットリサーチ（夏期 ・生徒による到達目標の見直し

休業中の課題として）によ 指導

る消費者ニーズの把握 ・新商品の企画および試作

・商品企画の実践のためのワ ・社会人講師による地元企業と

ークシートの工夫 のマッチング検討

・商品企画の発表と評価 ・地元企業へのプレゼンテーシ

・２学期期末考査による理解 ョン

状況の把握 ・地域イベントでの販売および

市場調査による改善

・商業科との連携

１～３月 ＜改善期間＞ 今年度のまとめと来年

・各種研究や課題研究の発表等の実施と教科調査官等による 度（完成年度）に向け

指導及びその結果を踏まえた指導と評価の改善 た課題の整理

・初年度の研究成果の検証と次年度指導計画の作成

・連絡協議会での中間報告

・研究成果小冊子作成とその頒布

・生徒事後学習アンケート調 ・生徒による到達目標の評価

査の実施及び分析 ・生徒事後学習アンケート調査

・指導計画及び観点別評価基 の実施および分析
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準の見直し・作成 ・指導計画および観点別評価基

準の見直し・作成

＜２年＞

・『課題研究』テーマ決定指導

２年目 ＜実践発展期間＞ 指導と評価の一体化の

４～９月 ・改良・改善商品を全国へ販売することによる研究の推進（県 定着

外での実践等）

・指導方法と評価の工夫（新教材の開発等）

１０～１２月 ＜発信期間＞ 教員の指導力向上

・研究授業等の実施による研究成果の共有化と新教材の開発

・教科調査官等による指導

１～３月 ＜整理期間＞

・２年間の研究成果のまとめと評価

・連絡協議会での発表

・成果冊子作成

（３）具体的取組

①『生活産業基礎』「生活の変化の対応した商品・サービスの提供」における実践（資料２）

この単元では，班で協力してオリジナルスープを開発する商品企画の疑似体験を通して，企画

をまとめ，発表し，相互評価する活動により「思考力・判断力・表現力」を高め合うことを目指

した。一班３人の計６班に分かれ，「スープ専門店で出す月替わりのスープを社長に提案する」と

いう課題を設定し，ディスカッションやプレゼンテーションなど生徒の能動的な学習(アクティブ

・ラーニング）を取り入れ，生徒相互の言語活動の充実を図った。思考のプロセスを可視化する

ためにワークシートを作成し，それをポートフォリオとしてファイリングすることで生徒自身が

学びを振り返ることができるようにした。

ａ 授業アンケート（10月）

単元の始めに授業アンケートを行った。生徒たちは「他人に物事を分かりやすく説明する」こ

とに自信がなく，「私には良いところがたくさんあると思う」生徒も少なかった。授業は真面目に

受けているが，予習・復習の習慣がなく，授業の目的やねらいも生徒に伝わっていないことが分

かった。そこで，授業の目的を事前に生徒に提示するために「１枚ポートフォリオ」を活用する

ことにした。

ｂ 単元目標及び指導と計画(資料３)

＜単元目標＞

(1)消費者ニーズの把握，商品・サービスの開発及び販売・提供などについて関心を持ち，主体的

に学習する態度を育成する。

(2)商品・サービスの提供について疑似体験し，企画力・マネジメント能力を育成する。
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＜単元の評価規準＞

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③技能 ④知識・理解

消費者のニーズの把握，商 オリジナルスープを考える オリジナルスープ 消費者のニーズの把

品・サービスの開発及び販 ことで，消費者ニーズに対 のコンセプトや特 握，商品・サービス

売・提供などについて関心 応した商品・サービスの提 徴を検討するため の開発及び販売・提

を持ち，主体的に学習活動 供について，課題を見いだ の情報を収集・整 供，関連法規などに

に取り組んでいる。学んだ し，その解決を目指して思 理することができ ついての知識を身に

ことを次年度の学習に活か 考を深め，適切に判断し， ている。 付けている。

そうとしている。 表現している。

＜単元の指導と評価の計画（全１５時間）＞

評価の観点
内容・学習活動 時 評価方法

間 関 思 技 知

商品開発について １ ○ ○ ポートフォリオ

商品開発の流れと開発のポイント（社会人講師） １ ○ 定期考査

商品の分析 １ ○ ○ ワークシート

商品コンセプト話合い・レシピの考案 ３ ○ ○ ワークシート

調理実習・試食・他班の評価 ２ ○ ○ ワークシート

コンセプトの見直し・原価計算・関連法規 １ ○ ○ ワークシート・定期考査

発表資料作成・改善・発表練習 ４ ○ ○ 発表資料・実習態度

発表態度・評価表・ポー
発表・まとめ ２ ○ ○

トフォリオ

ｃ １枚ポートフォリオ（資料４）

「１枚ポートフォリオ」とは，堀 哲夫氏が開発したもので，学習のねらいに対する学習の成

果を，生徒が１枚のシートの中に学習前・中・後の学習履歴として記録し，それを自己評価させ

るものである。学習による変容を生徒自身が可視化し自覚することで，学ぶ意義を感じとること

が期待できるとともに，教師が単元のねらいが達成できたかを評価する際に活用する。これを用

い，時間ごとの学習内容と目標を明確にした学習計画を生徒に提示し，生徒が見通しを持って授

業に取り組めるようにした。毎時の目標と総合評価の観点も明示することにより，生徒自らが課

題意識をもつとともに，学びを自覚することで主体的な学びを促すことができるのではないかと

考えた。

単元の学習計画及び自己評価 学習による変容を可視化
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ｄ ワークシートの工夫(資料５）

授業では，考えを記述させるワークシートを作成し，ま

ず自分で考える，次にチームで意見を発表する，新たに意

見を構築しまとめるといったアクティブラーニングを取り

入れた。このように話合いや考えをまとめる活動を通して，

表現力を伸ばすなど言語活動が充実することを目指した。

なお商品分析の教材には「おりこうカレー」を使用した。

同じ高校生が商品力の高いものを開発していることを知ら

せることは生徒の関心・意欲の向上につながった。

ｅ 相互評価及び第三者評価の活用

生徒の商品企画のプレゼンテーションでは，生徒が他班の評価

し，良かったことをピンクの付箋，問題がある部分を水色の付箋で

貼らせた。その結果，他班の優れていたところや自分たちの課題が

「見える化」でき，商品開発にはどのようなことが必要か考えるこ

とができた。さらに３年『課題研究』における商品開発のコンサル

タントの方に，生徒の企画のプレゼンテーションを評価してもらう

ことで，自己の評価の妥当性についても考えさせる機会を設定した。

ｆ ３年『課題研究』における商品開発との連携

３年『課題研究』における商品開発のニュース映像等を生徒に

視聴させ，目標とする姿をイメージさせるとともに，商品開発に

必要な力を育てたいと考えた。

ｇ 定期考査による観点別の評価

定期考査では，「知識・理解」を問う問題（問１～４）の他に，「思考・判断・表現」を評価す

る問題（問５)を出題し，単元の習熟度を把握した。「知識・理解」を問う問題においても，一問

一答ではなく問題の前後を読んで答えさせる設問を取り入れ，思考力の向上を図った。「知識・理

解」を問う問題と「思考・判断・表現」を問う問題を別々に採点後，平均点を算出し，個別の課

題を生徒に把握させた。また「理解」が不足していた問題は解答指導の際に丁寧な解説をするよ

うにした。 ２学期期末考査より

【10】商品・サービスの開発に関する文章を読み，問いに答えなさい。（答え 正答率％）
商品・サービスの開発には，消費者の（ニーズ 83 ％）を的確に把握し，消費者が欲しいと感じる（＝

ウォンツ 78%）商品を企画することが必要である。作りたいアイディアが固まったら，誰に・何を・どの
ように販売していくかといった商品の（コンセプト 61%）を検討し，商品を具体化していく。その際，市
場を細分化し，（ターゲット 44%）を決め，競合商品との差別を図る。商品化にあたっては，他の商品の
模倣でないか，商品名やロゴマークはすでに特許庁に（商標 11%）登録されていないか確認することも大
切である。
問１ 空欄に適語を入れなさい。
問２ 購買行動“Action”を起こすまでの消費者の心理的プロセスを何というか答えなさい。また，

Attentionから Actionに至るまでの間に入る３つの段階を日本語で答えなさい。
（アイドマ 78%）（気になる 78％）（欲しくなる 72％）（記憶する 72%)

問３ 野菜スープ 400円の材料費は下記の通りである。原価率を答えなさい。
スープの素 20円 野菜 100円 （３０％ 44%）

問４ 商品の価格に含まれるものを原材料費以外に３つ答えなさい。
（利益，人件費，経費等 正解回答数の平均 2.3個）

問５ 「米子」で売れそうなパンはどんなものか，理由も含めて答えなさい。
（商人の町・新しいもの好き・車社会・共働きなど米子の特徴と具体的な提案がリンクしているか

正解回答数の平均 2.3個）

ワークシートの例 商品の分析

付箋による他班への評価
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ｈ 研究授業（資料９）

12月５日には，文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科

調査官 望月昌代様，島根大学教育学部 多々納道子教授を始

め，校外から約３０名の先生方に来校いただき，研究授業及び

研究協議を行った。授業では，「企業に提案するスープ」を発

表し相互評価する様子を見ていただいた後，商品を企画するた

めに必要な力を考えまとめさせた。生徒たちは，普段とは違う

雰囲気に緊張しながらも，活発に班員と意見交換をしていた。

参加された先生方は，生徒が意欲的に学ぶ姿に感心されていた。

②『課題研究』における実践

本校はコース別に『課題研究』の授業を行っており，環境文化コースの生徒がファッション系・保

育系・食物系の３分野に分かれ，例年教員３名がそれぞれの分野に分かれ，２～３チームを担当し指

導している。１２月には生活文化科全員を対象に発表会を行い，学年末に集録にまとめ関係機関に配

布し理解を図っている。１年間の取組であるため初めの目標設定がとても重要で，また，複数の教員

がそれぞれの分野を担当するため総合的な評価が難しかったのが現状である。そこで，「ルーブリック

評価表」を用い，生徒に「到達目標」を作成させることにより学習意欲を喚起させるとともに，生徒

一人ひとりの目標に応じた指導を行うことを目指した。

ａ ルーブリック評価表（資料６）

学習を始めるに当たり，まずルーブリック評価表を用いた「到達目標」を作成させた。「ルーブリッ

ク」とは生徒の学習到達状況を評価するための，評価基準表のことである。評価表の項目は，「関心・

意欲」「ＰＤＣＡ」「技能」「貢献・実績」とした。『課題研究』は，調査研究・被服製作・学校家庭クラ

ブ活動など様々な取組が考えられるが，課題解決のための「Ｐ計画・Ｄ実行・Ｃ評価・Ａ改善」の流れ

を意識させるとともに，自己満足な研究に陥らないよう，個別の研究が学校・地域に与える影響につい

ても考えさせることにした。これを生徒に作成させることで，自らの目標を「可視化」することをねら

った。作成には「思考力・判断力・表現力」が必要になるが，担当教員が指導することにより，生徒・

教員が研究を進めるにあたって到達目標を共有，自覚することを通して学習意欲を喚起させることがで

きた。

学期を通して評価をする際には，生徒に「到達目標」についての自己評価をさせ，自分がどの段階に

いるのか自らの研究を振り返らせた。さらに生徒の自己評価を踏まえ，担当教員がそれぞれの項目につ

いて具体的に何が達成できていないのか，何を改善すれば目標を達成できるかを記入した評価表を作成

し，生徒が振り返りを行いやすくするようにした。この評価を複数の担当教員で確認することにより，

担当以外の生徒の動きも把握することができ，客観的な評価ができた。この「見える(可視化)」評価に

より，生徒・教員が目標と課題を共有することができ，生徒の学習意欲を継続させることができた。

学期末の生徒による自己評価 学期末の教員による項目別の文章による評価
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ｂ 学習記録表

『課題研究』では個別の学習状況を把握するため，「学習記録表」を毎時提出させている。今年

度は「到達目標」の自己評価に結び付けるために，自己評価の欄を細分化し評価させることにし

た。これにより，生徒は自らの課題を把握するとともに，学期ごとの自身が設定した目標に対し

て学期ごとに振り返りを行う際の資料にすることができた。また教員も，毎時，項目別に評価を

蓄積できたことにより，総合的な評価を行うとともに指導に反映させることができた。

以前の学習記録表
今回作成した学習記録表

ｃ 社会人講師の活用

『課題研究』ではこれまで様々な商品を開発してきた。生徒がレシピを作成し，それを事業所

に製造販売してもらう方式で，「おかず味噌」のシリーズや「白ネギクッキー」，「にんじんシフォ

ンケーキ」などが継続して販売されている。これまで様々な事業所に商品化をしていただき関係

を作ってきたが，担当者が代わっても継続して商品化できるシステムを作りたいと考えていた。

そこで，地域の食に関する様々な事業所と関わりのあるコンサルタントを招聘し，商品化へのア

ドバイスや開発商品と事業所のマッチングを依頼し，学校と地域を結ぶ役割を担ってもらった。

Ⅳ 研究の成果と課題

（１）成果

①『生活産業基礎』「生活の変化の対応した商品・サービスの提供」における成果（資料７・８）

「指導と評価の一体化」を図るため，「生活の変化の対応した商品・サービスの提供」の教材として

商品開発を疑似体験する取組を行った。「１枚ポートフォリオ」を利用し，学習目標および評価を見え

る化を図り，それを生徒と共有することで，企画力・問題解決能力・プレゼンテーション力の必要性を

生徒たちは実感することができた。ワークシートを工夫し，意見をまとめ発表するする活動を様々な場

面で行ったことで，当初課題であった説明力に自信がついたと答えた生徒が多くいた。

また１年次に商品開発のプロセスを疑似体験することで，３年次『課題研究』で商品開発を実践する

学習後の気づき（関心・意欲）学習後の気づき（思考力・判断力・表現力）
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際には，消費者の立場に立った商品の企画が期待できる。さらに，１年生に３年生の地域で活躍する姿

を見せることで，２年後がイメージでき，学習の関心・意欲が高まった。

３月に１年間の振り返りとして10月同様のアンケートを実施した。生徒の変容が最も見られた項目が，

「商品を購入するときに商品についている表示を必ず見る」で，「思う」を４点・「思わない」を１点と

し，回答数をかけて平均点を算出したところ，0.7ポイント上昇した。「他人に物事を説明するときに分

かりやすく説明できる」についても，0.4ポイント向上した。自由記述で「１年間の授業を通して自分

が成長したと思うこと」を書かせたところ，「中学校の時は自分の意見を主張できなかったが，しっか

り自分の考えや意見を主張して，話合いに参加できるようになった」「人の話を聞きながらメモをとっ

たり，それについて自分の意見を書くなど，自分の思いを文章にする力がついた」などの回答があり，

生徒たちは思考力・判断力・表現力が身についたと実感していることが読み取れる。

②『課題研究』における成果

『課題研究』ではルーブリック評価表により目標を明確にし，自己の課題を「可視化」し認識させる

ことで，「言語活動の充実」を図り，学習意欲を向上させることができた。

一方，コンサルタントに事業所との仲介をしてもらうことで新たな事業所との関係ができ，生

徒は自らの商品開発が直接社会とつながっていることを意識し，高い目標を持って課題研究に取

り組むことができた。協力事業所には何度も来校していただき，生徒が作成したレシピを基に互

いに試行錯誤し，商品力の高いものを短期間で開発することができた。例年９月の学校祭での商

品化を目指していたが，６月に第１弾，10月に第２弾の商品化が実現し，地域のイベントや店舗

で生徒自らが開発した商品を販売することができた（３月までで13回）。

また，高校生が地域のイベント等で販売することは，イベントが活気づき，集客にもつながる

ため主催者に大変喜ばれている。生徒の目標である地域を盛り上げることにつながり，地域の方

の励ましや賞賛は，生徒の自己有用感や自尊感情を高めることにつながった。

さらに，商品化や販売活動を多くのメディアで報道（３月までで新聞10回・テレビ11回）して

もらうことで，地域を盛り上げたいという思いで頑張る生徒の姿を多くの方に見てもらう機会が

増え，本校家庭学科の知名度が上がり本校３年生に対する就職求人数が増加した。

２月には県からの支援を受け，初めて大阪市にあるあべのハルカス近鉄本店で販売を行った。高校生

が地域の魅力を発信するために開発した商品が，鳥取と関西を結びつけ，地域活性化につながることが

期待される。

６月 新作スイーツ３種完成 10月 カレーパン完成
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また，食分野以外のチームもそれぞれ意欲的に研究に取り組んだ。

それは，生徒一人ひとりが２年生の段階で『課題研究』の各自の目

標をしっかり立てたこと，ルーブリック評価の項目に「実績・貢献」

を加えたことにより，自分たちの学んだことがどんな地域貢献につ

ながるかしっかり考え取り組むことができたからだと考える。

（２）課題

『生活産業基礎』では生徒の状況や学習環境（情報処理室の利用等）などに応じて，扱う題材

や学習内容の工夫と精選が必要である。今年度の生徒の取組を分析し，特に，ポートフォリオや

ワークシートの工夫・改善を図りたい。

『課題研究』で作成させたルーブリック評価表は，生徒自らが学習状況に気づき，自己の課題を理

解し，後の学びに活かすといった「指導と評価の一体化」のモデルとして有効だと考える。しかしル

ーブリック評価表の作成は，題材設定の理由や目標

が明確でなければ作成することができず，１年生か

ら，目標を設定し実行しそれを評価し改善するといっ

た PDCA サイクルを『生活産業基礎』を始め様々な場
面で取り上げ，３年間を見通し生徒を育てていくこと，

２年次のテーマ設定時に複数の教員で生徒に適切な

アドバイスをし，関心・意欲を高める工夫が必要で

ある。

また，これらの取組による生徒の変容や地域から

の評価をどのように検証していくか，研究が必要で

ある。

（３）研究２年目へ向けての取組

本年度の取組における課題を整理し，次年度は評価が思わしくなかった生徒への教員の働きか

けや手立てについて，指導を多面的・多角的に分析し，生徒の学習意欲を高めるための工夫・改

善を試みたい。

大阪での販売のポスター

２月 トマトキッシュ完成


